
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校３年 国語 出題のねらい等 №１

連 大 中 小 観 点
主に「知識」 主に「活用」

領域及び学年 学習指導要領の内容等 出 題 の ね ら い 国語への関心･ 話す･聞く 書く能力 読む能力 言語についての に関する問題 に関する問題
番 問 問 問 意欲･態度 能力 知識･理解･技能

① １ (1) 話すこと・聞くこと エ 話の論理的な構成や展開な 話の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見とをそれぞれ聞 ○ ○
２年 どに注意して聞くこと き分け、話し手の意見を聞き取ること。

② (2) 話すこと・聞くこと ウ 聞き取った内容や表現の仕 話し手の意見の根拠を確かめて判断したり、語句や文の使い方 ○ ○
３年 方を評価すること などに注意して評価しながら聞くこと。

③ (3) 話すこと・聞くこと ア 語句や文を効果的に使い、 語句や文の効果的な使い方を考え、自分の考えや意見を分かり ○ ○
３年 説得力のある話をすること やすく説明すること。

④ 話すこと・聞くこと （関心・意欲・態度） 難語句を易しい言葉で説明するなど、相手意識をもって発表原 ○ ○
３年 稿を完成させようとすること。

⑤ ２ (1) ① 伝統的な言語文化と国語 「もよお（される）」と読むこ 中学校１・３年で学習する常用漢字「催」を、「もよお（され ○ ○
の特質 １・３年 と る）」と正しく訓読みすること。

⑥ ② 伝統的な言語文化と国語 「ゆる（める）」と読むこと 中学校１・２年で学習する常用漢字「緩」を、「ゆる（める）」 ○ ○
の特質 １・２年 と正しく訓読みすること。

⑦ ③ 伝統的な言語文化と国語 「よくよう」と読むこと 中学校１・２年で学習する常用漢字「抑」と中学校１・２・３ ○ ○
の特質 １・２・３年 年で学習する常用漢字「揚」を組み合わせた熟語「抑揚」を、

「よくよう」と正しく読むこと。

⑧ ④ 伝統的な言語文化と国語 「かんき」と読むこと 中学校１・２・３年で学習する常用漢字「喚」と小学校３年配 ○ ○
の特質 当の「起」を組み合わせた熟語「喚起」を、「かんき」と正し
小３・中１・２・３年 く読むこと。

⑨ ⑤ 伝統的な言語文化と国語 「扱（う）」と書くこと 中学校１・２年で学習する常用漢字「扱（う）」を、文字の形 ○ ○
の特質 １・２年 に気を付けて正しく書くこと。

⑩ ⑥ 伝統的な言語文化と国語 「率（いて）」と書くこと 小学校５年配当の「率（いて）」を、文字の形に気を付けて正 ○ ○
の特質 小５年 しく書くこと。

⑪ ⑦ 伝統的な言語文化と国語 「賛否」と書くこと 小学校５年配当の「賛」と小学校６年配当の「否」を組み合わ ○ ○
の特質 小５・６年 せた熟語「賛否」を、文字の形に気を付けて正しく書くこと。

⑫ ⑧ 伝統的な言語文化と国語 「綿密」と書くこと 小学校５年配当の「綿」と小学校６年配当の「密」を組み合わ ○ ○
の特質 小５・６年 せた熟語「綿密」を、文字の形に気を付けて正しく書くこと。

⑬ (2) ① 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ア) 敬語を社会生活の中 社会生活の中で、相手や場面に応じて、適切に使い分けること。 ○ ○
の特質 ３年 で適切に使うこと

⑭ ② 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(イ) 語感を磨き語彙を豊 一つ一つの語句について、他の語句に置き換えたり置き換えら ○ ○
の特質 ３年 かにすること れなかったりすることに気付くこと。

⑮ ③ 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(イ) 四字熟語などに関す 文脈にふさわしい四字熟語を使うこと。 ○ ○
の特質 ３年 る知識を広げること

⑯ (3) 伝統的な言語文化と国語 (2)ア 効果的に文字を書くこ 目的や必要に応じて、文字の大きさを工夫したり、筆記具を選 ○ ○
の特質 ３年 と 択したりすること。



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校３年 国語 出題のねらい等 №２

連 大 中 小 観 点
主に「知識」 主に「活用」

領域及び学年 学習指導要領の内容等 出 題 の ね ら い 国語への関心･ 話す･聞く 書く能力 読む能力 言語についての に関する問題 に関する問題
番 問 問 問 意欲･態度 能力 知識･理解･技能

⑰ ３ (1) 読むこと イ 場面や登場人物の設定の仕 文章の中の登場人物の心情や行動、情景描写などに注意して読 ○ ○
３年 方をとらえること み進めること。

⑱ (2) 読むこと ウ 表現の仕方について自分の 書き手の目的や意図を考えながら、表現の仕方について自分の ○ ○
２年 考えをまとめること 考えをまとめること。

⑲ (3) ③ 読むこと ア 表現の工夫に注意して読む 書き手の語句の選択や配列など、表現上の工夫に注意して読む ○ ○
３年 こと こと。

⑳ ④ 読むこと ウ 表現の仕方について評価す 書き手の意図と表現の仕方とのかかわりを考え、客観的、分析 ○ ○
３年 ること 的に読み深めること。

㉑ 読むこと （関心・意欲・態度） 書き手の表現の仕方に着目してそのよさをまとめ、作品を批評 ○ ○
３年 しようとすること。

㉒ ４ (1) ① 読むこと ウ 目的に応じて、文章の内容 会話の内容から、何を書くことが必要なのかを明確にした上で、 ○ ○
小５・６年 を的確に押さえて読むこと 求められている表現の仕方に合わせてまとめること。

㉓ ② 読むこと イ 目的や必要に応じて要約す 目的や必要に応じて、文章中から大切な情報を選択し、整理し ○ ○
１年 ること て要約すること。

㉔ ③ 読むこと エ 文章を読んで、自分の意見 文章を読んで「『紙の本』の長所」について考え、根拠を明確 ○ ○
３年 をもつこと にした考えをもつこと。

㉕ 読むこと （関心・意欲・態度） 根拠を明確にして、自分の意見をもとうとすること。 ○ ○
３年

㉖ (2) ① 書くこと ア 取材を繰り返しながら自分 新しい情報に出合い、それまでの考えを改めたり検討したりし ○ ○
㉗ ３年 の考えを深めること て、自分の考えを深めること。
㉘

㉙ ② 書くこと イ 資料を適切に引用するなど 自分の考えの根拠としてふさわしいかどうか検討して資料を選 ○ ○
３年 して、説得力のある文章を書 択し、自分の意見を書くこと。

くこと

㉚ 書くこと ウ 書いた文章を読み返し、読 表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめたり、語句や文の ○ ○
２年 みやすく分かりやすい文章に 使い方、段落相互の関係などに注意したりして、読みやすく分

すること かりやすい文章にすること。

㉛ 伝統的な言語文化と国語 (1)ウ(イ) 学年別漢字配当表に 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく使うこと。 ○ ○
の特質 ３年 示されている漢字について、

文や文章の中で使い慣れるこ
と

㉜ 書くこと （関心・意欲・態度） 条件に合わせて、自分の意見とその根拠を書こうとすること。 ○ ○
３年


